
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

「分かる！」「できる！」学校全体で取り組む授業の土台づくりハンドブック 活用事例

☑１ 活用した項目（該当する内容は□を に変えて表示）

□ すべての子どもを対象とした校内支援体制整

備の在り方

þ すべての子どもにとって過ごしやすい環境づく

りと実践例

þ 「分かる」「できる」を実感できる授業づくりの

進め方と実践例

□ 「分かる」「できる」を実感できる授業づくり

チェックシート

２ 活用場面

○ 校内研修会でハンドブックの説明とそれを活用した実践を行うことを提案する。

○ 校内研修会で、それぞれの実践の共有化を図る。

３ 活用対象

○ 全職員

４ 活用の詳細

＜5月＞

①　ハンドブックを、全職員に配付し、いつでも目を通せるファイルに綴じ込んでおいてもらう。

（例：学校経営案のファイルに綴じ込んでおく。）

＜6月＞

②　ハンドブックを一読し、自分の実践に取り入れてみたい部分を選ぶ。

　・ 提案されている内容を参考に、自分の学年・学級・教科で取り入れてみたい内容を選ぶ。

　・ 取組の視点を参考にしながら、「まずは一つだけ」「取り組みやすい所から」自分の実践に取り入れて

　みる。

＜7月から 8月＞

③　自分の実践を「取組の視点」「写真や資料」「成果と課題」の三つの視点で、Ａ４・１枚にまとめる。

・ 具体的実践内容がより伝わりやすいように、写真を効果的に活用した報告書にする。

＜11 月＞

④　研修会を活用し、互いの実践を紹介し合う。実際の児童生徒の姿や変容を出し合うことで、実践の根

底にある「ユニバーサルデザインの視点を取り入れる」ことの意味を共通理解する。

　・ 「同僚の実践に学ぶ」文化を育てる機会にできるとよい。

☆ 別添資料を参照。






